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静岡県の河口域魚類

一神奈川県との比較一

金 川直幸

Fishes of Estuari巴sin Shizuoka Prefecture, 

as Compared with Kanagawa Prefecture. 

Naoyuki KANAGAWA 

はじ めに した（図1）。規模の大きな河川や， 小規模であっても

淡水魚類相を扱った報告の中で特に河口域の魚類に 感湖域の広い河川では，調査地点や調査回数を増やす

ふれたものは，和歌山県について瀬能ら（1982），静 よ7にして調査精度を高めるよう努めた。調査期間は

岡県について清ら (1975）・長峯 (1979）・安原ら (19 1983年9月10日より， 1987年10月4日まで行なった。

81）・板井〔1982〕・林ら〔1982）・増田ら（1985〕，神奈 調査時間は主に干潮時に行い，手綱 (3mrn目〉と金綱

川県について林（1973）・長峯ら（1980）・林ら（1981）・ 製追い込み網〔2mrn目〕を主と して用い，補足的に投

石原ら（1986）， 千葉県について辻ら（1983）・長峯 （19 綱（7 mm目〉を併用した。調査時には河川形態 ・底質

85〕などがある。静岡県内についての報告では，仁科 ・水温なども記録し，生息状況を考察する際の参考と

JI ［・狩野川 ・河津川など個々の河川についての報告が した。採集した魚類はすべて10%ホノレマリン液で固定

多く，県内広範な調査による報告は，伊豆半島につい し，促存した。標本の一部は横須賀市自然博物館に登

ての林ら（1982）と県内の主要な河川についてまとめ 録 （YCMP資料番号） Lた。 また 1級河川で採取し

た板井 (1982）があるにすぎなL、。 たものについては静岡県立大学生活科学研究センター

今回， 静岡県内河川で従来未報告の小河川も含めた に保管した。他の標本類については著者が保管してい

河口城の大半を調査し，そこに生息する魚種について る。

新たな知見が得られたので報告をする。また従来の報

告の中で，特に静岡県の北方に隣接する神奈川県での 調査結果と考察

河口域魚類の報告を主に取り上げ， 静岡県との魚類相 I 採集魚類目録

の比較を行L、分布についても考察をした。 今回の採集魚類を以下に示した。なお魚種の配列お

本研究に当り，資料の同定と校関の労をいただいた よび学名は益田ら編（1984〕に従った。

横須賀市自然博物館学芸員の林 公義氏，調査の便宜

をはかり助言をいただいた静岡県立大学生活科学研究 ニシン科 Clupeidae 

センター講師の板井隆彦氏， 特にポラ科魚類の同定を サッパ Sardinell,ιzunasi (Bleeker〕

していただいた東京大学海洋研究所資源学研究室院生 コノシロ Konosirus仰向ctatus(Temminck et 

の瀬能宏氏，標本写真の撮影に協力していただいた Schlegel) 

東海大学海洋学部研究生の増田 修氏に深く感謝の意 カライワシ科 Elopidae

を表する。 イセゴイ MegaloJうscyprinoides〔Broussonet)

ウナギ干ヰ Anguillidae 

調査地と方法 ウナギ Anguilla japonica Temminck et Schlegel 

調査は静岡県内68河川の河口域で生息魚類の確認を ア ユ科 Plecoglossidae 
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図 1 調査地点図

1.入出太田川 11.弁財天川 21.大井川 31.由比Jil 41.松原川 51.五卜鈴川 61. I主l田川

2 西神田川 12.菊川 22.栃山川 32.富土川 42，八木沢大川 52. 妻良小流 62.向井田川

3.釣橋川 13. 新野川 23.木屋川 33.潤井Jil 43.八木沢小流 53.吉田小流 63.伊東松川

4.都田川 14.成川 24.瀬戸川 34. 1召JiI 44.宇久須川 54.付1木川 64. 鳥川

5.花Ji! 15. !T~沢川 25.小坂川 35.狩野川 45.仁科川 55. 青野川 65. ＊神Jil

6.伊佐地Ji! 16.萩関川 26. 安倍川 36.熊野川 46.岩科川 56. 大賀茂川 66. 上多賀大川

7.新川 17.勝間田川 27.巴川 37. 西浦河内川 47.石部小流 57.稲生沢川 67.糸川

8.馬込川 18. 坂口谷川l 28.庵原川 38.戸田大川 48. 雲見大回川 58. ＊崎地小流 68.千歳川l

9 天竜川 19. f嘉日JiI 29.波多打川 39. 小士肥大川 49. 111'浜小流 59.河津Jil

10.太田川 20.大幡川 30.興津川 40. 士肥山川 50.落居小流 60.稲取大川



アユ Plecoglossusaltivelis Temminck et Sch-

legel 

シラウオ1ヰ Salangidae 

nes) 

コボラ Liza macrolepis〔Smith)

タイワンメナダ Valamugil seheli (Forssk幻〉

イシカワシラウオ Salangichthysishikawae Wald 

ya巴tTakahasi 

ナンヨウボラ Valamugil cunnesius〔Valencien-

nes〕

コイ科 Cyprinidae

タイリ クパラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus 

(Kn er〕

カマツカ Pseudogobio esocinus (Temminck et 

Schlegel) 

ニゴイ Hemibarbus barbus (Temminck et Sch 

タイワンドジョウ平二十 Channidae 

カムノレチー Channa argus (Cantor) 

スズキ科 Percichthyidae 

スズキ Lateolabrax jaρonicus (Cuvi巴r〕

ユゴイ科 Kuhliidae 

ユゴイ Kuhlia marginata (Cuvier) 

legel) サンフィッシ ュ午ヰ Cen trarchidae 

モツゴ Pseudorasboraρarva (Temminck et Sch- オオクチパス Micropterus salmoides (Lacep色de〕

le gel〕 ブノレーギノレ Leρom is例。crochirusRafinesque 

ウグイ T門：bolodonhakonensis (Gunther) ヒイラ ギ不十 Leiogna thidae 

アプラハヤ Maraca steindachneri (Sauvage) ヒイ ラギ Leiagnathus 四uchalis(Temminck et 

オイカワ Zaccaρlatypus (Temminck et Schie Schlegel) 

g巴l〕 クロサギ平ヰ Gerr巴idae

カワムツ Zacco temmincki (Temminck巴tSch クロサギ Gerres ayena (Forsskal) 

le gel) メジナ不｜ Girellidae 

ギンブナ Carassius auratus langsdarfii Temmi メジナ Cirellaρunctata Gray 

nck et Schlegel イサキ科 Pomadasyidae 

ゲンゴロウブナ Carassius auratus cuvieri Tern- コショウ ダイ Plectarhynchus cinctus (Temminck 

minck et Schlegel et Schlegel) 

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus (Cantor〕 シマイサキ苧｜ Teraponidae 

シマドジョウ Cobitis biwae Jordan et Snyder シマイサキ Rhyncopelates oxyrhynchus (Temmi-

ナマズ科 Silurida巴 nck et Schlegel) 

ナマズ Silurus asatus Linnaeus コトヒキ Teraρon jarbua〔Forsskal〕

ゴンズイ科 Plotosidae タ イ科 Sparidae

ゴンズイ Platasus lineatus (Thunberg) クロダイ Acanthapagrus schlegelz (Bleeker〕

サヨリ科 Hemiramphidae キチヌ Acanthopagrus latus (Houttuyn) 

クノレメサヨリ Hyparhai河ρhusintermedius (Can チョウチョワウオ不｜ Chaetodontidae 

tor) アケポノチ ョウチョウウオ Chaetadanmela月間atus

メダカ科 Oryziidae Schneider 

メダカ Oryizas latipes (Temminck et Schlegel) イシダイヰ4 0ρlegnathidae 

ヨウジウオ科 Syngnathidae イシダイ Oplegnathus fasciatus (Temminck et 

テングヨウジ Oastethus brachyurus brachyurus Schlegel) 

(Bleek巴r) カワスズメ科 Cichlidae 

カワヨウジ Hipρichthys SJりicifer (R li ppell) チカダイ Ti laρia nilotica〔Linnaeus)

ガンテンイショウジ Parasyngnathusargyrostictus ベ ラ苧｜ Labridae 

(Kaup) カミナリ ベラ Stethojulis interrupta terina J or-

ボラ科 Mugilidae clan et Snyder 

ボラ Mugilcephalus cephalus Linnaeus ハゼ科 Gobiidae

セスジボラ Liza caγinata carinata (Valencien チチブモドキ Eleatris acanthapama Bleeker 

3 



オカメハゼ Eleotris melanosoma Bleeker 

カワアナゴ Eleotrisoxycephala Temminck et 

Schlegel 

サツキハゼ Pa円oglossusdotui Tomiyama 

スジハゼ Acentrogobius ρ•flaumi (Bleeker) 

ヒメハゼ Favonigobius gymnauchen (Bleeker) 

アベハゼ Mugilogobius abei (Jordan et Snyder) 

ヒナハゼ Redigobius bikolanus (Herre) 

ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus (Rutter〕

ヨシノポリ Rhinogobius brunneus (T巴mminck

et Schlegel) 

ヌマチチプ Tridentiger brevisjうinisKatsuyama, 

Arai et Nakamura 

チチブ T円：dentigerobscurus (Temminck et Sc-

hlegel〕

シマハゼ Tridentiger trigo叩ocephalus(Gill) 

クモハゼ Bathygobius fuscus (Riippell〕

ウロハゼ Glossogobius olivaceus (Temminck et 

Schlegel) 

アゴハゼ Chasmichthys dolichognathus (Hilgerト

dorf) 

ドロメ Chasmichthys gulosus (Guichenot) 

ピリンゴ Chaenogobius castaneus (0’Shaughne 

ssy) 

ニグハゼ Chaenogobiushφ！acanthus (Hilgen 

dorf〕

スミウキゴリ Chaenogobius sp. 2 

マハゼ Acanthogobiusflavimanus (Temminck 

et Schlegel〕

アシシ ロハゼ Acanthogobiuslactipes (Hilgendorf) 

ヒモハゼ Eutaeniichthys gilli Jordan et Snyder 

ミミズハゼ Luciogobius guttatus Gill 

シロウオ Leucopsarionρetersi Hilgendorf 

ボウズハゼ Siりoρterusjaponicus (Tanaka〕

チワラスボ Taenioides cirratus (Blyth〕

タウエガジ干ヰ Stichaeidae 

ダイナンギンポ Dictyosomaburgeri Van der 

Hoeven 

ニシキギンポ手ヰ Pholididae 

ギンポ Enedrias nebulosa (Temminck et Sch-

legel) 

ハオコゼ科 Congiopodidae 

ハオコゼ H>•podytes rubripinnis (Temminck et 

Schlegel) 
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アイナメ科 Hexagrammidae 

クジメ Hexagraimnos agrammus (Temminck et 

Schlegel〕

コ チ平ヰ Platycephalidae

コチ Platycephalusindicus (Linnaeus) 

カジカ科 Cottidae 

カマキリ Coitus kazika Jordan et Starks 

ウシノシタ手ヰ Cynoglossida巴

クロウシノシタ Paraplagusia japonica (Temmi 

nck et Schlegel) 

カワハギ手ヰ Monacanthidae 

カワ ハギ Stephanolepiscirrhifer (Temminck et 

Schlegel〕

フグ科 Tetraodontidae

クサフグ Takifuguniphobles (Jordan et Snyder〕

JI.調査地と生息状況

調査河川別lこみた採集魚類は表1に示した。

本調査では金Jil(1985）も含めて36科69属83極を採

集した。もっとも多 くの魚種が確認されたのは天竜川

で29種類であった。伊豆半島にある小河川の五十鈴川

（河口の瀬の流巾は1.5m）では調査回数が18固と多か

ったにも拘らず，確認できたのは18種類で，わずか 5

回の調査で採集した天竜川での種数には及ばなかっ

た。 これは両河川での感潟j域の広さの相異と，五十鈴

川には純淡水魚が分布しないこと（金川， 1986）が影

響しているためである。安原ら（1981〕は狩野川の感

潮域で今回記録されたもの以外に23種類の海産魚、を記

録している。静岡県内の河川の中で広い感潮域を持つ

天竜川や狩野川などでは， 多くの海産魚が侵入してく

るためと推測できる。

今回採集した魚種数については， 静岡県の中西部に

多く，東部の伊豆地方で少いとLづ傾向を示した。中

西部の河川の多くは河口付近に平野部を持ち，ある程

度発達した感潮域を持つが，東部の伊豆地方では多く

の河川が河口付近に平野部を欠き，中流ないし上流的

景観のまま海に注ぐ。 この地形的条件のために感淘j域

が未発達である。そのため今回も伊豆地方の多くの河

川では海産魚や汽水魚はあまり採集されなかった。し

かし南伊豆町妻良の小河川ではゴンズイ ・メジナ・ア

ケボノチョウチョウウオ ・イシダイ・カ ミナ リベラ ・

グモハゼ ・ドロメ ・ハオコゼといった他の河川では全

く採集されなかったり，あまり多くは採集されていな

い種類が記録された。 この小河川の河口部は砂利で半



褒1ー1聞査河川別採集魚類

！、＼ 河名 l入西釣都花伊新馬天太弁菊新成東萩勝坂揚大大栃木瀬小安巴庵誼興由自湖沼
｜、＇ I立神佐 i吋 間口 多

｜魚種名 ＂－ 1両国橋団 地 込竜回 天 野 沢 問団 在 日幡 井山屋戸坂倍 原打津比土井

サッパl ・
コノンロl ・ ・
イセゴイ

ウナギE・・・ ・・・・・
アュI ・
イシカワンラウオl ・
タイリクパラタナプl ・ ・ ・・
カマツヵl ・
ニゴイl ・
モツゴ1 ・・・ ・・
ウグイl ・・
アプラハヤE

オイカワI・・・・・・・ ・・カワムツl

ギンプ ＋I・・・・・・・・・ゲンfロウプナl ． 
ドジョ ウl ・・
シマドジョウ1 ・
ナマズI ・
プンズ イl
Zル メザヨ，， ， ・
メダカl・・・ ・・・テングヨ ウジ
カワヨウジ
ガンチンイショウジ
ポ ラ

セス＂＂＇ラ
コボラ
カムルチー
スズ キ
ユゴ イ
オオタチパス
ブル ー ギル
t イラギ
クロサギ
メジナ
コショウダイ
ンマイサキ

コトヒキ1・
クロダイ
キチヌ
，..チ，oチ.，，オ
イ y ダ イ
チカグイ
カ ミナリベラ
チチブモ ドキ
オカ メハ ゼ
カワ ア ナゴ
サツキハゼ
スジハゼ
ヒ〆ハゼ
アペハ ゼ
ヒナハ ゼ

プタラクハゼl・
I f貨斑型
1黒色型

ヨシノポリ｛也色型
I •色大型
lるり型

ヌマチチプ

チチプl・・ ・・・・シマハ ゼ
クモハ ゼ
ウロハゼ
アゴハ ゼ
ドロ メ

ピ’J ；，プl ・・・・
ニクハゼI ・・
スミウキゴ＇＇ I ・ ・
マハ ゼ1・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・
アシシロハゼl ・・・・・・ ・・・・・・ヒモハ ゼ
ミズハゼ
シロウォ
ポウズハゼ
チワラスポ
ダイナ〆ギJポ
ギンポ

オコゼ
タジメ
コチ
カマキリ

クロウシノンタ E ・
カワハギE

クサヲグl ・・ ・
調査回数 11 1 1 1 1 1 1 1 5 7 1 4 1 5 1 2 8 2 3 1 2 1 1 2 1 市 11211311  

極 数 I1 1 9 11 12 1 9 3 29 26 10 24 6 23 4 20 28 12 15 10 1 6 1 18 1 14 11 8 9 s s叩 3 2 
注l カワアナゴ類 チチプ類の幼魚で極の同定ができなかったものについては、それぞれカワアナゴーヌマチチプの欄に白九で示した。

注2 7イワンメナダ・ナンヨウポラの2極については、投稿後に同定されたため、本表には含まれていない。
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褒t-2調査河川別採集魚類

I "'-i'1 名 IJ年熊西戸小土松八八宇仁岩石器伊 落 五妻吉伸背大稲縄河稲自問l伊鳥水与晶子
｜＼ ｜ 詳吋肥 川久 部長浜居十良凹 針生地取井東 r. 
｜同名 ＼ ｜野野 内大大 山原大小須科料 小田小小鈴小小 木野茂沢 小 津大凹田松 神 大 蔵

サ y パ

コノシロ
イセゴイ
ウナギ1・
ア ユ『・
イシカワシラウ才
タイリタ，fラタナゴ
カマツカ

ユゴイ

モ γ ゴ1・
ウグイE・
アプラハャ1・
オイカワI・・
カワムツl・
ギンプナ』・
＂＇ンゴロウプナ 1
ドジョウt・
シマドジョウ
ナマズ
ゴンズイ
クル〆サヨ リ
〆 ダカ
テングヨウジ
カワヨウジ
，，.ンテンイシ罰ワジ

ポ ラl・・・・
セスジポラ
ヨポラ
カムルチー
スズキ
ユゴイ
オオタチパス
ブルーギル
ヒイラギ
クロサギ

メ 2 オ
コンョウグイ
y マイサキ
コトヒキ
クロ f イ
ヨF チヌ
アケポノチ，ウチ目。ウオ
イシダイ
チカダイ
カミナ ，， ベラ
チチプモドキ
オカメハゼ
カワアナゴl・
サツキハゼ
スジ，、ゼ

ヒ〆ハゼ1・ ・
アベハゼE
ヒ＋ハゼ1・
ゴタラタハゼ1・・・・
l徽斑m， ． ． ． ． 
I a1色型1 ・・

ヨシρポリ1位色.!Ill・
＇＂色大~ I
lるり但l ・

ヌマチチプ』0 ・・ 0 0 ・・
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ば閉塞され，海水の流入するタイドプーノレ状のi!#Iが完

成されることと，この淵に近くのイセエピ哲養；場から

の排水が流入するために，これらの魚、が混入していた

ことによる影響が考えられた。

静岡県の中西部と，東部の伊豆地方にみられる感湖

域の発達程度の差はハゼ類の分布にも影響していた。

泥底や砂底を好むハゼ類 ・汽水を好むノ、ゼ類（アベハ

ゼ・ヒナハゼ ・チチプ ・ウロハゼ ・マハゼ ・アシシロ

ハゼ ・ピリンゴ） は中西部に多く分布し，伊豆地方で

のこれらのハゼ類の分布は狩野川 ・岩科Jlj・育？里子Jlj・

大賀茂川など感潮域の発達した河川lに限られ生息する

とLづ傾向がみられた。また，伊豆の小河川ではヨシ

ノポ リ（横斑型 ・黒色型 ・るり型〉 ・ヌマチチブ ・ス

ミウキゴリ ・ボウスハゼといった両側回遊性ハゼ類の

成魚が，河口直上まで生息する傾向がみられた。伊豆

の小河川は感潮域をほとんど欠くので，河口直上まで

が淡水域となっているためと推測できる。

III.魚種別の生息状況

ここでは県内の主要な河川の河口域にみられる魚、類

について報告する。主に，板井 (1982）では未報告の

回遊性魚絞 ・汽＊性魚類や採集例の少ない'fill）：買につい

て新たに得られた分布や生態上の知見を述べる。

① イセゴイ Mega/opsりpri向。ides(Broussonet); 

YCM-P 17001, 17002.〔図2-A)

レプトセフアノレス期の幼生を1986年7月12日に威川

で，1986年7月20日に瀬戸川で採集した。本程がイセ

ゴイの幼生であることはプライン ・シュリンプで1986

年12月まで飼育し，未成魚、の段階で確認して同定し

た。成川では，小堀橋上流の流れの緩い1氏J惑湖域の淵

尻でま と めて採集 した。主に南方系汽7J<.f~1、。

① イシカワシラウオ Salangichthysishilw wae Wa ・ 

kiya et Takahasi; YCM P 17003. （図 2-B〕

1986年8月16日に天竜川で多数採集した。浜名漁協

天竜支部からの聞き取り調査によると，毎年7月未よ

り8月にかけて海から天竜川に湖上し，10月頃まで見

られるとしづ。湖上状況は年により変動があり，1987

年は河口部でわずかに採集されただけということであ

った。本調査期間中にシラウオ類は，天竜川で採集さ

れただけである。浜名漁協入出支所によると，以前は

浜名湖の奥でも採集されたが，近年は採集されな くな

ったとL寸 。この理由としては今切口を固定した浜名

湖の塩分濃度が高くなったためと推測される。静岡県

公共用水質測定結果 （1985年）によると，天竜川の流

量は70.8～274. 3m3/sec （掛塚橋にて測定〉で，他の

河川と比べて著しく多C'o一般に，流量と湖ヒ海水の

塩素呈は負の相関をなすことが知られている 〔栗原，

1980）。その点流量からみると天竜川では 河口域や周

辺海域に広範囲な汽水域が完成されていると推測でき

る。木f]f！：の生活にはこのような広範囲の汽水域が必嬰

なのであろう。

① クルメサヨリ Hyporhamρhus inte門nedius(Ca-

ntor〕，YCM-P17004. （図 2 c〕
1986年8月8日に都田川で採集した。静岡県では田

中 〔1984〕が佐鳴湖より本種を記録している。

① カワヨ ウシ Hi1りかchthyss戸icifer(Riippell〕，

YCM-P 17005目〔図2-D〕

本極は菊JI[で採集された（金Jlj;1985〕。以後本極

については県内河川およびその近県河川からの採集例

はなく，菊Jljは分布上の北｜浪記録といえる。南方系汽

水ff!、。

① ガンテンイショウジ Parasyngnathusargyro・ 

stictus〔Kaup);YCM-P 17006, 17007. （図2-

E) 

1986年8月8日に都田川で，同年8月16日に都田川

に近楼した花川で採集した。従来の採集記録は和歌山

県の加茂川 （瀬能ら；1982〕で例があり，都田川l・7E

Jillま分布 ｜ごの新たな北限記録である。 本種は南方系汽

＊魚、。

① コボラ Liza macrolepis (Smith); YCM-P 17 

008, 17009. （図2 F〕

1985年9月29日に勝間田川で，1987年8月24日に白

田川で採集した。南方系沿岸性魚類。

⑦ タイワ ンメナダ Valamugil seheli (Forsskal〕

YCM-P 17010〔図2 G) 

1984年11月10日に菊川で採集した。本種は和歌山県

以前に生息し，幼魚、は河口に侵入する（吉野ら，1984）。

静岡県および県以北の河川からの採集例は現在のとこ

ろない。今回，菊川｜からは本種以外にカワヨウジ，ナ

ンヨウボラ，チチブモドキなど従来静岡県では採集例

がなかったり， 少ない魚種も同時に記録した。このIf日

由としては菊川が広い感湖上或を持つ事によると推測さ

れる。南方系沿岸性魚類。

① ナンヨ ウボラ Valamugil cunnesius (Valencie-

nnes) YCM-P 17011 （図2 H〕

1984年11月10日に上記のタイワンメナダとと もに，

菊川｜で採集した。タイワンメナダ同様に，和歌山県以

南に生息し， 幼魚は河口に侵入する（吉野ら，1984）。

7 



本種も静岡県および県以北の河川からの採集仔ljは現在

のところない。南方系沿岸性魚類。

① チチブモドキ Eleotrisacanthopoma Bleeker; 

YCM P 17012～17014. （図2ー I〕

菊川（金川， 1985〕・新野Ji[・五十鈴川および南伊

豆町妻良の小河川でも採集した。 1985年10月5日には

新野川で成魚を， 1986年8月26日には妻良の小河川で

幼魚、を， 1985年から1986年にかけていく度か五十鈴川

でも幼魚、を採集した。田中（1984）は佐鳴湖からも本

種を記録している。本種は南日本の汽＊－域に多くみら

~1- る。

⑬ オカメハゼ Eleotrismelanoso畑。 Bleeker; YCM 

-P 17015. 〔図2-J〕

威川で幼魚、を 1個体採集した〔金川， 1985）。板井

(1982〕の採集記録にある勝間田川を今回精査したが，

確認できなかった。本種もチチブモドキ同様に南日本

の汽水域に多くみられる。

⑪ サツキハセ Parioglossusdotui Tomiyama ; 

YCM-P 17016～17017. （図 3 K〕

1985年5月3日に木屋川で， 1987年5月31日に小坂

川で採集した。小坂川では本種を多数採集できた。採

集時は群をつくり，流れにさからって低感潮域の上部

まで湖上していた。

⑫ スジハゼ Acentrogobiusρ>flaumi(Bleek巴r);

YCM-P 17018～17020. （図3 L) 

勝間田川・岩科川・青野川で採集した。ある程度発

達した感潮域を持った河川の砂泥底に生息していた。

海水の影響がかなり強L、水域に多く，勝間田川ではア

シシロハゼやヒメハゼより下流に生息していた。

⑬ ヒナハゼ Redigobius bikolanus (Herre); YCM 

-P 17021～17029. （図3-M)

本種の静岡県における分布については 一部を 金川

(1985）がすでに報告した。以後，天竜川・弁財天川

・小坂川・狩野川でも採集した。 南日本に分布する種

類であるが，静岡県内の河口には広く分布し，季節を

問わず成魚、が採集された。現在のところ分布の北限記

録は伊豆半島の大賀茂川である。

⑬ チチブ類（チチブ・ヌマチチブ〕

明仁親王（1984）に従って分類し，多くはヌマチ

チブ Tridentiger brevisρinis Katsuyama, Arai et 

Nakamura，図3 Nに同定された。しかし，流れが

緩く河口が開いて感潮域の発達した河川（浜名湖にそ

そぐ河川・岩科川・青野JI／・大賀茂川など〕で採集し

たものは多くがチチプ Tridenfi!Jerobscurus (Tern-

? 

mmck et Schlegel）；図3-0に同定された。しかし

チチフだけが採集された河川であっても精査すればヌ

マチチブと同所的に生息する河川がある可能性は高い

（明仁親王； 1987）。天竜川の河口付近ではチチブとヌ

マチチブを採集しているが，これより上流の掛塚橋付

近ではヌマチチブしか採集されない。

⑬ ヒリンコ Chaenogobius castaneus (0’Shaugh-

nessy); YCM-P 17030～17034. （図 3-P)

浜名湖にそそく西神田川・釣橋Ji／・都田川・花川と

伊豆の岩科川で採集した。チチブと同様に流れが緩い

感潮域の発達した河川の河口域て、主に確認された。

⑮ アシシロハゼ Acanthogobius lacti戸es(Hilgen 

dorf); YCM-P 17035～17050. （図3-Q)

県内の河川で広く採集した。採集状況はマハゼとよ

く似ており，ある程度大きな規模で比較的発達した感

潮域を持つ河川で採集した。しかし，両種の採集状況

には若干の違いがみられ，アシシロハゼが河口付近の

瀬の流巾が5～7m以上の規模の河川で、採集されたの

に対し，マハゼは河川規模がこれより小さい河川でも

採集できた。本種は河口付近でも採集されたが，河口

より上流の低感、潮域でも数多く採集された。天竜川で

は成魚、を純淡水域でも採集した。

⑫ シロウオ Leucopsarionpetersi Hilgendorf; 

YCM-P 17051～17055. （図 3-R〕

萩問川・勝間田川・波多打川・興津川・富士川で採

集した。春に産卵のため湖上し， 産卵後は間もなく死

亡するとL寸本種の習性からみて， 3月から 4月にか

けて河口域を調査すればさらに多くの河川で採集でき

ると推測している。聞き取り調査によると伊豆地方に

は分布しないようである。

⑬ チワラスボ Taenioides cirratus (Blyth); YCM 

-P 17056～17057. 〔図3 S) 

太田川と坂口谷川lで採集した（金川， 1985）。千葉

(1980〕は浜名湖よ り本種を報告している。 1986年8

月の浜名漁協入出支所での聞き取り調査では，時々本

種が浜名湖内で網にかかるとしづ。また同支所に保存

してあった標本も本種の成魚、と同定できた。上記2河

川以外では採集例がなく坂口谷Ji/Ii分布の北限記録で

ある。

vr.調査結果からの考察 神奈川県との比較
林ら（1981〕は河川の下流および感潮域に出現する

魚類を主たる生活場所や採集地からA～Dの4型に分

類し，特に周縁性淡水魚類を細分した。



今回の調査で河口，汽水域て志採集されたものの中か

ら純淡水魚に区分される種類を採集地の多い！｜原に示す

と，オイカワ（30，採集地点数で以下同様〉， ギンプ

ナ（25）・タイリクパラタナゴ（12〕・モツゴ（11）・メ

ダカ（11）・アプラハヤc6〕・ドジョウ（ 6）・カマツ
カ（4）・ナマズ（4〕・ブルーギノレ（ 3）・ゲンゴロウ

プナ（2）・シマドジョウ（2〕・カムノレチー（2）・ニ

ゴイ（1）・カワムツ（ 1）・オオクチパス（1〕・チカ

ダイ c1）の順となった。ここではウグイは回遊魚、に
含めた。これらのうち，林ら（1981〕がA型に区分し

た純淡水魚はモツゴ ・アプラハヤ ・ギンブナ ・ゲンゴ

ロウブナ ・ドジョウ ・メダカ ・オイカワである。ゲン

ゴロウブナ以外はいずれも今回の調査水域に多く生息

していた。これらの魚類は低感神￥J域に出現する頻度が

高い事を示している。

これらの種類lれ、ずれも静岡県・神奈川県に共通し

て天然分布する分布域の広い魚種である。林ら（1981)

がA型に含めた魚種以外のものの中では，今回の調査

でタイリクパラタナゴが12河川｜で採集されており，こ

れも低感潮域に出現する頻度の高い純淡水魚といえ

る。また前述のカマツカからチカダイまでの純淡水魚

については採集地や採集個体数共に少なし出水や河

口近くに作られた権の影響で一時的に河口域に出現し

たものと推測できる。

回遊魚については今回の調査で18種を記録した。そ

のうちウナギ ・ウグイ ・カマキリ以外は両側回遊魚、で

あった。なお両側回遊魚、に含める魚種の区分は林ら

(1987）によった。今回の採集魚種と従来の文献に記録

されたものとを比較すると今回採集できなかった種類

が静岡県内についてみると，板井（1982）との比較で

2種カジカ ・ウキゴリ〕，安原ら（1981）との比較で

は未記録種はない。同様に神奈川県内についてみると

長峯ら（1980〕・林〔1973）・林ら （1981〕との比較で

は未記録種はないが，石原ら (1986）との比較では2

種（オオウナギ ・ウキゴリ）であった。房総半島南部

については長峯（1985）との比較で未記録種はない。

本報告も含め上記の文献に記録された回遊魚、の種類

数を検討すると静岡県21種（静岡県産淡水魚類目録（板

井； 1982〕に記録されているオオウナギ ・ウキゴリ ・

イド ミミスツ、ゼも含める〕，神奈川県15種，房総半島

南部13種であり，静岡県以北では回遊魚、（特に両側回

遊魚〉の種類数が少なくなる傾向がみられた。しかし

前記文献には記録されていないが，本調査も含め静岡

県まで分布が確認できた両侭IJ回遊魚、はオカメハゼ ・ヒ

ナハゼ ・イドミミズハゼのわずか3種類にすぎなL、。

静岡県と神奈川県 ・房総半島南部にみられる両側！回遊

魚、の種類組成はほとんど差がないといえる。

B～D型に含まれる周縁性の淡水魚類について今回

の採集魚種と従来の文献に記録されたものと比較する

と，今回採集できなかった種類数は静岡県内について

みると板井（1982）との比較で4種，安原ら（1981〕

の狩野川との比較で22種，神奈川県については長峯ら

(1980）の相模川との比較で20種，林 (1973）・林（19

81）の三浦半島との比較で24種，また房総半島南部に

ついては長峯 (1985）との比較で8種であった。今回

未記録であったこれらの魚種の多くは表 ・中層遊泳魚、

であった。

今回追い込み網を主として用いたとしづ 調査方法

が，底生魚、についてはある程度正確に採集確認できる

が，大形の表 ・中層遊泳魚、については限界があるため

と思われる。しかし今回未記録であった魚種のうち，

静岡県の海産魚類についての分布記録を網羅して作成

した静岡県海産魚類目録（松岡； 1979〕にはそのほとん

どが含まれている。松岡 (1979）に記録されていない

ものは板井 (1982〕が静岡県の古宇川と岩科川の河口

から報告したイッセンヨウジだけである。イッセンヨ

ウジについては板井（1982）が報告した後に林ら（19

83）が神奈川県酒匂川から報告している。神奈川県で

記録され静岡県で記録されてない種類にはミナミイケ

カツオ（長峯ら； 1980）があるが本種については種の

再同定を行った結果，浜口ら（1987）によってイケカ

ツオに訂正された。

L、っぽう前述の比較文献である板井（1982）・安原

ら（1981）・長峯ら（1980）・林〔1973）・林ら（1981）・

長峯（1985）には記録がなく，今回（金JI[; 1985も含

めて）河口 ・汽水性魚類と して記録されたものはクノレ

メサヨリ ・カワヨウジ ・ガンテンイショウジ ・タイワ

ンメナダ ・ナンヨウポラ ・クロサギ ・アケボノチョウ

チョウウオ ・カミナリベラ ・ヒナハゼ ・ニクハゼ ・ヒ

モハゼ ・チワラスボである。

このうちニクハゼ ・ヒモハセ1土辻ら (1983）が千葉

県小1笹川から記録している。またクロサギ ・アケポノ
チョウチョウウオ ・カミナリベラは河口 ・汽水域から

の採集炉ljはないが，東京湾奥からの報告（横浜市公害

対策局，1986〕にはある。今回の調査によりカワヨウ

ジ・タイワンメナダ ・ナンヨウボラは静岡県の菊川

を，ガンテンイショウジは浜名湖にそそぐ都国JI/・花

川を，ヒナハゼは伊豆半島の大賀茂川を，チワラスポ
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図2

A.イセゴイ Megaloρs cyprinoides 1 F .コボラ Liza macrolepis 

B. イシカワシラウオ Salangichthys ishikawae G. タイワンメナダ Valamugil seheli 

c クノレメサヨリ Hy1うorha間：phusinten刊edius H.ナンヨウボラ Valamugil cunnesius 

D. カワヨウジ Hi1ゆichthysspicぴer I.チチブモドキ Eleotris acanthopoma 

E. ガンテンイショウジ Parasyngnathus argyrostictus J .オカメノ、ゼ Eleot円smelanosoma 
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図3

K.サツキハゼ Parioglossusdotui 

L.スジハゼ A centrogobius iう>flaumi

M. ヒナハゼ Redigobius bikolanus 

N. ヌマチチプ Tridentiger brevispims 

0.チチプ Tridentiger obscurus 

注）図版中の白線は lC皿を示す。

P.ピリンゴ Chaenogobius castaneus 

Q. アシシロハゼ Acanthogobius lactipes 

R. シロウオ Leu coρsarion petersi 

s.チワラスボ Taenioides cirratus 
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表2 河口域魚類種数の比較

県 名

文 献防御｜本 報 告 ｜安5品1〕
場 所 l県全体｜同｜県現）町 （県東部l狩野 JllI柏模 川 ｜三間11総半喜

種

純12 17 

数 I49 I回15I 83 I 18 I 58 

周辺
注 1)

48 

14 : 

15 : 48 

29: 

13 : 

16 : 50 

19 : 

8 

16 I 45 

26 

。 2 2 9 

4 I 51 6 I 59 7 I 45 11 

41 50 25 

端 I/I9 I 13 : 10 i 7 I~ I/ I 10 I 11 
注 1）純は純淡水魚，回は回遊魚，周は周縁性魚類を示す。生活環による区分は林ら（1987）によった。

注2）板井 (19但〕，林（1973〕については河口域で採集したもののみ種数として算えた。

注3）静岡県の地域わけは浜名湖から御前崎まで（河川番号1～14〕を西部，御前崎から富士周辺まで（河川
番号15～34）を中部，伊豆半島を含む静岡県東部（河川番号35～68）を東部と した。

は静岡県の坂口谷川｜を現状記録での分布北限地といえ

よう。

静岡県の河口域にみられる魚類と，静岡県以北の神

奈川県 ・房総半島南部のものとを比較すると，種類数

・種類組成の上で大きな差はみられなして表2）。 いっ

ぽう静岡県を地域別にわけて1河川あたりの平均種類

数を算出すると， 静岡県西部の1河川あたりの平均種

類数は13種であり東部伊豆地方の7種を大きく上回る

（表2）。この差は静岡県西部と東部の感潮域規模の差

がもたらしたものと推則できる。従って静岡県と神奈

川県 ・房総半島南部の河口域魚類にみられる若干の差

は，静岡県にある河川の規模と神奈川県や房総半島南

部の河川規模とを比較したとき，優位な河口域が静岡

県特に西部地域には多いためであろう。

まとめ

1. 静岡県内68河川｜の河口域を調査し36科83種を記録

した。

2. 静岡県内の低感潮域によくみられる純淡水魚（移

入魚、を除く〉は神奈川県のものと共通していた。ま

た移入魚ではタイリクバラタナゴが静岡県内ではよ

く低感潮域にみられた。

3. 静岡県の河口域にみられる両側回遊魚は神奈川県

のものとほぼ共通していた。

4. 静岡県の河口域にみられる周縁性魚類と，神奈川

県 ・房総半島南部のものとを比較すると大きな違い

12 

はみられない。若干の違いがあることについては静

岡県と神奈川県 ・房総半島南部との河川規模を比較

したとき，優位な河口域が静岡県（特に西部〕に多

いためであると推察した。
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